
高
力
」
を
育
成
す
る
た
め
に
、生
徒
に
何

を
学
ば
せ
、成
長
を
ど
う
見
取
る
か
だ
っ

た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
学
び
の
目
的
と
手
段

を
可
視
化（
図
２
）。
習
得（
分
か
る
）→

活
用
Ⅰ
（
で
き
る
）→
活
用
Ⅱ
（
使
え
る
）

→
探
究
（
生
み
出
す
）
の
４
段
階
と
す
る

「
育
ち
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
示
し
た
。
そ
の

概
念
図
を
基
に
、「
青
高
力
」
の
10
の
資

質
・
能
力
と
関
連
す
る
分
掌
を
割
り
あ
て
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
原
案
を
作
成
し
た
。大

瀬
幸ゆ

き
は
る治

教
頭
は
、そ
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　「『
青
高
力
』
の
策
定
に
は
教
師
全
員
が

か
か
わ
り
、
共
通
理
解
は
で
き
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
で

は
、『
課
題
発
見
力
』
と
『
課
題
解
決
力
』

　
青
森
県
立
青
森
高
校
が
、
若
手
・
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
中
心
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
策
定
し
た
の
は
、
２
０
１
７
年
の
こ

と
。
同
校
の
綱
領
「
自
律
自
啓
・
誠
実
勤

勉
・
和
協
責
任
」
を
踏
ま
え
、
育
成
を
目

指
す
10
の
資
質
・
能
力
を
「
青せ

い
こ
う高

力
」（
図

１
）
と
定
義
し
、
各
教
育
活
動
と
の
関
係

を
整
理
し
た
（
本
誌
18
年
４
月
号
参
照
）。

　
18
年
度
は
、「
青
高
力
」の
評
価
手
法
の

開
発
、
授
業
改
善
、
多
面
的
評
価
に
着
手

し
た
。
そ
の
中
で
の
最
大
の
課
題
は
、「
青

は
探
究
学
習
部
、『
原
因
分
析
力
』
と
『
自

己
実
現
力
』
は
進
路
指
導
部
と
い
っ
た
よ

う
に
、
資
質
・
能
力
の
内
容
に
応
じ
て
各

分
掌
が
分
担
し
ま
し
た
。
教
師
一
人
ひ
と

り
が
深
く
考
え
る
こ
と
で
、
生
徒
へ
の
育

成
を
目
指
す
『
青
高
力
』
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、
自
身
の
指
導
に
落

と
し
込
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
10
月
上
旬
、
各
分
掌
が
１
か
月
か
け
て

作
成
し
た
原
案
を
並
べ
、
水
準
や
言
い
回

し
を
比
較
し
て
、
違
い
が
見
ら
れ
た
部
分

を
修
正
し
た
。
例
え
ば
、
語
尾
が
「
で
き

る
」
で
は
な
く
、「
さ
せ
る
」
と
な
っ
て

い
た
場
合
な
ど
、
教
師
主
導
の
指
導
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
い
回
し
を
変
え
た
。

　
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
は
、生
徒
も

加
わ
っ
た
。
生
徒
指
導
部
担
当
の
「
受
信

力
・
発
信
力
」「
協
働
力
」「
行
動
力
」「
自

己
管
理
能
力
」の
原
案
を
生
徒
会
役
員
が

作
成
し
た
の
だ
。最
初
は
評
価
規
準
を
作

る
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
だ

＊プロフィールは2019年３月時点のものです。

青
森
県
立
青
森
高
校

◎
旧
青
森
県
立
青
森
高
校
と
旧
青
森
県
立
青
森
女

子
高
校
が
統
合
し
て
生
ま
れ
た
。
綱
領
に
「
自
律

自
啓
」「
誠
実
勤
勉
」「
和
協
責
任
」
を
掲
げ
る
。

２
０
１
４
年
度
に
文
部
科
学
省「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」、
17
年
度
に
「
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
指
定
を
受
け
る
。

◎
設
立

　
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

◎
形
態

　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国

公
立
大
は
、北
海
道
大
、弘
前
大
、東
北
大
、東
京
大
、

一
橋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
２
０
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治
大
、

早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
１
４
５
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.aom

ori-h.asn.ed.jp/

１
学
年
担
任

市
川
泰
斗
　

い
ち
か
わ
・
た
い
と

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
主
事

笠
井
敦
司
　

か
さ
い
・
あ
つ
し

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
国
語
科
。

教
頭大瀬

幸
治

お
お
せ
・
ゆ
き
は
る

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。

青
森
県
立
青
森
高
校

シ
ラ
バ
ス
で
育
ち
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
化
し
、

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
の「
青せ

い

こ

う高
力
」を
育
成

青
森
県
立
青
森
高
校
は
、
生
徒
へ
の
育
成
を
目
指
す
10
の
資
質
・
能
力
を
「
青
高
力
」
と
定
義
し
、

そ
の
到
達
度
を
測
る
た
め
の
評
価
規
準
と
尺
度
を
示
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
、
育
成
の
過
程
を
示
し
た
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。

現
在
は
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
、
授
業
と
定
期
考
査
の
改
善
、
多
面
的
評
価
の
た
め
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

実

践

1
全
分
掌
、
生
徒
も
巻
き
込
ん
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
原
案
を
作
成
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　「
本
校
の
以
前
の
シ
ラ
バ
ス
は
コ
ン
テ

ン
ツ
・
ベ
ー
ス
で
、
い
つ
、
ど
ん
な
学
習

を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
を

示
し
た
学
習
計
画
書
で
し
た
。
そ
れ
を
大

き
く
変
え
、
今
自
分
が
身
に
つ
け
て
い
る

資
質
・
能
力
は
ど
の
レ
ベ
ル
な
の
か
、
ど

の
資
質
・
能
力
を
重
点
的
に
伸
ば
せ
ば
よ

い
の
か
を
、
生
徒
が
メ
タ
認
知
で
き
る
シ

ラ
バ
ス
を
目
指
し
ま
し
た
」（
笠
井
先
生
）

　
シ
ラ
バ
ス
は
、
各
科
目
と
も
Ａ
４
版
２

枚
と
し
た
（
Ｐ
．８
図
３
）。
１
枚
め
に
は
、

資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
「
習
得
・
活
用
Ⅰ
・
活
用
Ⅱ
」
と

い
う
到
達
度
を
示
し
、
関
連
す
る
「
青
高

力
」
と
評
価
方
法
を
明
記
し
た
。
２
枚
め

に
は
、
各
学
期
の
定
期
考
査
後
に
、
成
長

し
た
と
思
う
点
や
課
題
を
振
り
返
り
、
次

の
目
標
を
書
く
欄
を
設
け
た
。
そ
し
て
、

全
教
科
・
科
目
分
を
１
冊
に
ま
と
め
て
、

19
年
４
月
、全
校
生
徒
に
配
布
す
る
予
定
。

そ
の
後
は
、
同
校
の
教
育
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
受
け
継
い
で
い
く
方
針
だ
。

　「
か
つ
て
は
学
年
団
主
導
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
学
校
全
体
が
チ
ー
ム
と
し
て

動
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教

師
が
異
動
し
て
も
、
本
校
の
ス
タ
イ
ル
が

ぶ
れ
ず
に
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
生

徒
や
保
護
者
か
ら
の
信
頼
が
さ
ら
に
高
ま

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
大
瀬
教
頭
）

が
、生
徒
指
導
部
の
教
師
と
の
対
話
を
通

し
て
、自
分
た
ち
が
身
に
つ
け
る
べ
き
資

質
・
能
力
を
考
え
、生
徒
の
誰
も
が
理
解
で

き
る
よ
う
何
度
も
書
き
直
し
、完
成
さ
せ

た
。進
路
指
導
主
事
の
笠
井
敦あ

つ

司し

先
生
は
、

生
徒
を
参
加
さ
せ
た
理
由
を
こ
う
語
る
。

　「『
青
高
力
』
は
、
本
校
の
綱
領
の
１
つ

で
あ
る
『
自
律
自
啓
』
に
最
終
的
に
ま
と

ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
生
徒
が
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
作
成
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
自

分
た
ち
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
学
校
を
ど

う
し
た
い
の
か
を
考
え
さ
せ
、
生
徒
全
員

に
『
青
高
力
』
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
た
い

と
考
え
ま
し
た
」

　
18
年
度
の
体
育
祭
で
は
、生
徒
会
役
員

が
行
事
の
目
的
を
述
べ
た
中
に
「
青
高
力
」

を
意
識
し
た
発
言
が
あ
り
、自
分
た
ち
が

身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
と
し
て「
青

高
力
」
が
定
着
し
た
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
11
月
下
旬
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
完
成
後

に
は
、
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
。
次
期
学

習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
と「
青
高
力
」
や
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
と
を
ひ
も
づ
け
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・

ベ
ー
ス
の
記
述
に
し
た
こ
と
が
特
徴
だ
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊学校資料を基に編集部で作成。

主体性と協調性をもって果敢に未来を切り拓く生徒
•自己管理の態度と心身の健康に努める生徒
•多様性を尊重し社会規範を遵守する生徒
•主体的に課題を発見し、最適解を探究する生徒

目指す
生徒像

育成を目指す資質・能力（青高力）

各教科の内容を理解し、それを活用する力
及び技能

①知力・学力

複数の統計や資料から、改善・克服すべき
課題を設定する力

②課題発見力

客観的データや先行研究を踏まえ、自らの理
論を筋道立てて構築する力

③論理的思考力

解決のための仮説を立て、それを実証するた
めに行動する力

④課題解決力

課題の背景や要因を、複数のデータに基づ
いて多角的な視点で捉える力

⑤原因分析力

人の話を傾聴し様 な々情報を受け取る力、自
分の考えを分かりやすく相手に伝える力

⑥受信力・発信力

他者の価値観を尊重しつつ他者と協力し、１
つのものを成し遂げる力

⑦協働力

自分の掲げる目的を達するために、主体的か
つ計画的に実行する力

⑧行動力

基本的生活習慣を確立し、健康と安全を意
識して行動する力

⑨自己管理能力

社会の中で生きる自分を想像し、多くの情報
を活用して実現させようとする力

⑩自己実現力

手
段 

ど
う
や
っ
て

目
的 

何
の
た
め
に

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

「青高力」を身につけるための
基礎となる知識・技能を理解
する。

客観テスト（小
テスト・定 期
考査／実力テ
スト）

分かる
習得

★

教師
主導

教師の指導の下、基礎的な知
識・技能を使ってその能力を
支障なく発揮できる（受動
的）。

客観テスト（実
力テスト／定
期考査）／ルー
ブリック

できる
活用Ⅰ

★★

教師
主導

教師の指示以外でも自ら主体
的にその能力を発揮し、活動
を主導できる（能動的）。

客観テスト（実
力テスト／定
期考査）／ルー
ブリック

使える
活用Ⅱ

★★★

教師／
生徒

生徒個人が自ら課題を発見
し、培った能力を複合的に組
み合わせて能動的に取り組
み、解決に至ることができる。

ポートフォリオ
評価／パフォ
ーマンス評価

①知力・学力

生み出す
探究

★★★★

生徒
主導

誰が どの場面で 評価の仕方学びの次元 定義・概念

授業／週末
課 題 ／ＨＲ
活動

授 業（小 単
元 の ま と
め）／ 学 校
行事

授 業（大 単
元 の ま と
め）／ 学 校
行事

プロジェク
ト学習（ＳＳ
／ＳＧ）

ルーブリック作成のための概念図（何のために、どうやって、誰が、どの場面で）

知識・技能
②課題発見力
③論理的思考力
④課題解決力
⑤原因分析力
⑥受信力・発信力

思考力・判断力・表現力
⑦協働力
⑧行動力
⑨自己管理能力
⑩自己表現力

学びに向かう力・人間性

目指す生徒像と育成を目指す資質・能力（青高力）図１

シ
ラ
バ
ス
に
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
で
評
価
規
準
を
示
す

ルーブリック作成のための概念図（何のために、どうやって、誰が、どの場面で）図２
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題
を
増
や
し
た
。
い
ず
れ
も
、
定
理
・
公

式
や
解
法
を
暗
記
す
る
だ
け
で
は
解
く
の

は
難
し
く
、
与
え
ら
れ
た
条
件
と
既
存
の

知
識
を
結
び
つ
け
た
り
、
単
元
の
本
質
を

理
解
し
て
い
な
い
と
解
け
な
い
問
題
だ
。

１
学
年
担
任
の
市
川
泰た

い

斗と

先
生
は
、
出
題

の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
初
見
の
問
題
で
も
、
既
習
事
項
を
活

用
し
て
解
け
る
か
ど
う
か
を
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
正
答
率

は
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
の
多
く

が
、
模
擬
試
験
で
見
慣
れ
な
い
問
題
が
出

て
も
動
じ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
」

　
プ
リ
ン
ト
に
は
、問
題
ご
と
に
シ
ラ
バ

ス
に
示
し
た「
習
得
・
活
用
Ⅰ
・
活
用
Ⅱ
」

を
明
記
し
た
。
こ
の
問
題
は
、「
公
式
を

活
用
す
る
」「
既
習
事
項
を
組
み
合
わ
せ

る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
ひ
と
め
で
分
か
る

た
め
、
到
達
目
標
を
意
識
で
き
る
と
生
徒

に
好
評
だ
。
ま
た
、単
元
の
最
後
に
は「
振

り
返
り
シ
ー
ト
」
を
書
か
せ
て
、
そ
の
時

の
学
習
内
容
と
既
習
事
項
と
の
関
連
を
意

識
さ
せ
て
い
る
と
、
市
川
先
生
は
話
す
。

　「
数
学
で
は
、
問
題
が
解
け
て
も
、
そ

の
単
元
の
本
質
を
理
解
で
き
て
い
な
い
生

徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
学
習
内
容
を

振
り
返
り
、
他
分
野
と
の
関
連
を
考
え
る

こ
と
で
、
数
学
の
見
方
・
考
え
方
を
つ
か

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
シ
ラ
バ
ス
と
連
動
し
て
、
授
業
と
定
期

考
査
も
変
え
、校
内
で
行
う
３
つ
の
試
験

の
目
的
と
構
成
を
再
定
義
し
た
（
図
４
）。

　「
定
期
考
査
で
教
科
の
本
質
の
理
解
を

見
る
問
題
や
初
見
の
資
料
を
扱
っ
た
問
題

な
ど
を
出
す
こ
と
で
、生
徒
の
学
び
の
意

識
転
換
を
図
っ
て
い
ま
す
」（
笠
井
先
生
）

　
こ
こ
で
は
、
国
語
科
と
数
学
科
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。

◎
国
語
科
の
取
り
組
み

　
国
語
科
で
は
、
授
業
内
容
の
理
解
を
基

に
、
初
見
の
文
章
を
読
み
取
る
力
を
測
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
教
科
書
本
文
と

同
じ
テ
ー
マ
で
、
生
徒
に
と
っ
て
初
見
と

な
る
課
題
文
を
示
し
、
教
科
書
の
素
材
文

と
の
共
通
性
を
論
じ
る
問
題
を
出
し
た
。

　
２
学
期
末
に
は
、
資
料
読
解
の
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
学
年
末
考
査
で
は
少

子
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
資
料
の
読
み
取
り

問
題
を
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
問
題

に
対
す
る
関
心
や
資
料
を
読
み
取
る
力
に

課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
授
業
で
も

そ
の
育
成
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◎
数
学
科
の
取
り
組
み

　
数
学
科
の
定
期
考
査
で
も
、
初
見
の
問

題
や
問
題
文
の
読
解
力
が
求
め
ら
れ
る
問

＊学校資料をそのまま掲載。シラバスの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」
でご覧ください。

使える
活
用
Ⅱ
できる
活
用
Ⅰ
分かる
習
得

知識・技能

定期考査

定期考査

実力テスト

校内模試

実力テスト・校内模試

思考・判断（表現）
知識・技能を複
合的に用いて高
度な思考・判断
をし、かつ簡潔に
表現できるか。

知識・技能を活
用して、基本的な
思考・判断がで
き、それを的確に
表現できるか。

基礎となる知識・
技能とその活用
方法を理解してい
るか。

活
用
Ⅱ

活用Ⅰ習得

習得 活用Ⅰ 活用Ⅱ

活用Ⅱ活用Ⅰ

想定
得点率

（%）
10050

60%

50%

40%

定期考査・実力テスト・校内模試それぞれの出題レベルとその比率
を明確にし、教科・科目間で難易度のばらつきがなくなるようにした。
＊学校資料を基に編集部で作成。

資質・能力の３つ
の柱の評価規準を
示し、その科目の
授業でどのように
資質・能力を伸ば
していけばよいの
かを、生徒がイメー
ジしやすくした。

１学年「国語総合」のシラバス（抜粋）　図３

シ
ラ
バ
ス
を
ベ
ー
ス
に

授
業
と
定
期
考
査
を
変
え
る

定期考査・実力テスト・校内模試の目的と構成図４

8 Apr i l  2019

0-01-J-
21456-000 2019 年度VIEW21高校版 4月号 8頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
04/03
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P06-09_view21koukou-4g.indd   8 2019/04/03   15:22



　
18
年
度
は
、多
面
的
評
価
に
も
着
手
し
、

独
自
に
作
成
し
た
自
己
評
価
シ
ー
ト
（
図

５
）を
活
用
し
た
。
シ
ー
ト
は
、「
青
高
力
」

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
、
自
己
評
価
と
そ
の

理
由
、
資
質
・
能
力
を
高
め
た
活
動
の
記

入
欄
を
設
け
た
も
の
だ
。
18
年
度
は
、
年

度
末
に
記
入
さ
せ
た
が
、
19
年
度
か
ら
は

学
期
に
１
回
の
記
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　「
18
年
度
は
、『
仲
間
と
協
力
で
き
た
か

ら
、
協
働
性
は
Ａ
』
と
い
う
よ
う
に
、
甘

く
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
19

年
度
は
、
客
観
的
に
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト

を
周
知
し
、
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る
こ

と
が
課
題
で
す
」（
市
川
先
生
）

　「Classi

」（
＊
１
）
に
よ
る
ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
活
用
も
進
め
て
い
る
。
定
期

考
査
と
学
校
行
事
の
振
り
返
り
を
必
須

と
し
、
生
徒
が
個
別
に
行
う
Ｓ
Ｇ
Ｈ
（
＊

２
）
の
活
動
な
ど
も
入
力
さ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
課
題
配
信
機
能
の
テ
ン
プ

レ
ー
ト
を
活
用
し
た
と
こ
ろ
、
記
入
率
が

格
段
に
上
が
っ
た
と
、市
川
先
生
は
語
る
。

　「
そ
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
は
、『
よ
か
っ

た
こ
と
』『
今
後
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
』

な
ど
、
振
り
返
り
の
観
点
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
振
り
返
り
が
し
や
す
く
な
り
、
回

数
を
重
ね
る
度
に
入
力
す
る
量
も
質
も
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
19
年
度
は
、
振
り
返
り
の
結
果
を
ど
の

よ
う
に
次
の
行
動
に
移
さ
せ
る
か
が
課
題

だ
。
担
任
が
面
談
で
行
動
の
変
容
を
促
し

た
り
、
朝
自
習
の
計
画
を
自
分
で
立
て
さ

せ
る
な
ど
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。　
＊２　文部科学省のスーパーグローバルハイスクール。　

　
そ
う
し
た
一
連
の
改
革
を
牽
引
し
て
き

た
の
が
、
管
理
職
、
教
科
主
任
、
分
掌
主

任
か
ら
成
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
委
員
会
」

だ
。
以
前
は
、
教
育
課
程
委
員
会
と
進
路

指
導
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
担
当

し
て
い
た
が
、
高
大
接
続
改
革
に
よ
っ
て

迅
速
な
意
思
決
定
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と

を
機
に
、
16
年
度
に
２
つ
の
委
員
会
を
統

合
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
統
括
す
る
組
織

と
し
て
、
同
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

　
現
場
か
ら
課
題
や
議
案
が
上
が
る
と
、

大
瀬
教
頭
が
委
員
を
招
集
し
て
議
論
し
、

決
定
事
項
を
す
ぐ
に
職
員
会
議
で
伝
え

て
、
学
校
全
体
で
共
有
し
て
い
る
（
18
年

度
は
６
回
実
施
）。
教
師
間
で
共
通
理
解

を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
、
ス
ム
ー
ズ
な
改
革
の
鍵
だ
と
、
笠
井

先
生
は
強
調
す
る
。

　「
進
路
・
教
務
・
学
年
団
が
個
別
に
動

い
て
い
て
は
、意
思
決
定
が
遅
れ
や
す
く
、

取
り
組
み
の
意
図
も
十
分
浸
透
せ
ず
、
効

果
が
限
定
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
管

理
職
・
分
掌
・
学
年
団
の
代
表
者
が
一
堂

に
会
し
た
委
員
会
で
、
課
題
が
ス
ム
ー
ズ

に
共
有
さ
れ
、
機
動
的
に
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
18
年
度
入
学
生
を
迎
え
て
１
年
間
が

経
っ
た
。
改
革
の
最
大
の
成
果
は
、
シ
ラ

バ
ス
や
自
己
評
価
シ
ー
ト
な
ど
、
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
の
教
育
活
動
を
行
う

環
境
が
整
っ
た
こ
と
だ
。
教
師
や
生
徒
の

「
青
高
力
」へ
の
理
解
が
深
ま
り
、「Classi

」

も
、
生
徒
を
よ
り
深
く
見
取
る
上
で
欠
か

せ
な
い
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　
19
年
度
の
課
題
は
、
同
校
の
教
育
活
動

へ
の
保
護
者
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
だ
。

現
在
、
学
年
通
信
を
学
期
に
１
回
、
保
護

者
に
配
布
し
、
学
力
観
の
転
換
、
大
学
入

試
の
変
化
な
ど
、
教
育
動
向
を
伝
え
て
い

る
が
、
十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。
そ
こ
で
、
同
校
の
改
革
の
ね
ら
い

や
内
容
も
周
知
す
る
こ
と
で
家
庭
の
支
援

を
引
き
出
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
シ
ラ

バ
ス
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
か
か
わ
る
課

題
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
か
え
っ
て
楽
し

み
で
も
あ
る
と
、
笠
井
先
生
は
語
る
。

　「
初
め
て
の
取
り
組
み
も
、
ま
ず
は
始

め
、
実
践
す
る
中
で
課
題
を
洗
い
出
し
、

随
時
対
応
し
て
い
く
と
い
っ
た
姿
勢
で
進

め
て
き
ま
し
た
。
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

課
題
を
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
土

台
が
で
き
て
き
た
証
拠
で
す
。
問
題
が

あ
っ
て
も
、
１
つ
ず
つ
着
実
に
解
決
し
て

い
く
こ
と
で
、
本
校
が
理
想
と
す
る
教
育

に
近
づ
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

「青高力」のルーブリックの右端に記入欄を設け、生徒が評価規準を見ながら活動を振り返り、自己評価しやす
いようにした。＊学校資料をそのまま掲載。自己評価シートの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://
berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

ルーブリックに基づいた自己評価シート（抜粋）図５
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

振
り
返
り
を
定
期
的
に
行
わ
せ
る

組
織
改
編
で
機
動
力
の
向
上
と

ス
ム
ー
ズ
な
意
思
決
定
を
実
現
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４つの実践に見るこれからの「高１指導」考特集
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